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多面的に思考し,立体模型を使って
説明する力を伸ばす授業
中 野 公 美*
研究の要約
直方体や立方体の体横の公式を学習した後でし辛型の立体図形の体積の学習をするの
は,単なる適用問題ではない｡第4学年のし辛型の面横の学習の発展的活用として位置付
く学習であり,単なるスパイラルではない｡多面的に思考し論理的に説明する力を伸ばす
ことができる教材であると考える｡
そこで,見取り図よりも立体模型を使って多様な考えを子どもから引き出す算数的活動
のt夫をした｡それとともに,｢し辛型の立体図形は既習の直方体に分割できること｣と
｢直方体の体積の公式｣を根拠にして,｢まず｣｢次に｣｢最後に｣と筋道立てて説明させ
ることで,論理的に艶明する力を伸ばすことができる授菜を考えたO
Ke),-Words:多面的思考 論理的に説明する力
1.はじめに
グローバル化が進む変化の激しい時代を生き
るために,言語活動の充実が求められている｡
芽教科も例外ではなく,膏薬,敬,式,図を使
って説明することが強調されている｡特に昇教
料では,｢算数的活動を通して,- ･｣(小学校
学習指導要領 2008)と舞数的活動を強調する
方向が示されている｡ しかも,井数的活動の例
示が示され,中でも,説明する数学的表現活動
の例示が多い｡
なぜ,数学的表現力を重視するのであろうかC
第-･は,変動の社会を生きるために他者や社会
に横棒的に関わる必要が挙げられる｡今の子ど
もたちは,少子化,核家族傾向が進む中にあっ
て,他者や社会に関わることが苦手である｡各
種アセスメン ト(全国学力調査 2012)において
ち,B問麿では記述式問題が良好ではなく,無答
も多い傾向にある｡こうした傾向の子どもたち
に,立体模型を使って,活動的 ･体験的に体積
の求め方を考えさせる授業は,古藤の示唆する
『Do Math』の通り,楽しく学ぶ中で,多面的
な考えを引き出すことができると考える
*岡山市'+_.ij一備小学校
また,piagetは,ビジュアルコミュニケーシ
ョンは説得力があると示唆している8そこで.
立体模型を使えば.立体模型が自分の考えを伝
えるための視覚的な根拠になるので,何よりも
自分自身が説明し易くなるものと考える｡
2.授業実践研究の構想
(1)単元名 ｢直方体の体積｣
(2)単元の目標
体秘の普遍単位 cm3,m.iを知り,直方体や
立方体の体積を求め,説明することができる｡
(3)指導計画 (全9時間)
1次 直方体 ･立方体の体積 ･- ･3時間
2次 大きな体桜 ･･ - 4時間
3次 体積と比例 ･- ･1時間
4次 体棚の求め方の工夫(本時)･･1時間
(4)なぜ活用教育が重要なのか
①井数科の目標に示された ｢活用｣
小学校学習指導要領解説 算数編では,｢第枚
科改訂の基本方針｣の第4の項目において,吹
のように述べられている｡
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○ 子どもたちが算数 ･数学を学ぶ意欲を高
めたり,学ぶことの意義や有用性を実感 し
たりできるようにすることが重要である｡
そのために,
･ 数足や図形の意味を理解する上で基盤と
なる素地的な学習活動を取り入れて,数鬼
や図形の滋味を実感的に理解できるように
すること
･ 発達や苧年の段階に応じた反復 (スパイ
ラル)による教育旅程により,理解の広が
りや深まりなど学習の進歩が感 じられるよ
うにすること
･ 学習し身に付けたものを,日常の生活や
他教科等の学習,より進んだ算数 ･数学の
学習-活用していくことを重視する｡
つまり,｢数滋や図形に関する基礎的 ･基本的
な知識 ･技能｣や ｢数学的な考え方｣を,｢日常
の生活｣や ｢他教科等の学習｣,｢より進んだ算
数 ･数学の学習｣-活用していくことで,｢子ど
も達が第数 ･数学を学ぶ意欲を高めたり,,li･':ぶ
ことの意義や有用性を実感 したりすることがで
きるようにする｣授業づくりが重要であると示
唆している｡
(5)活用教育の効果的な方法
第5学年のL字型の体積の学習は,第4学年
のL字型の面相の取り扱いと対比し,関連付け
て授業構成することが大切な教材である｡
小学校学習指導要領解説 算数編 第4学年
の 〔罫数的活動〕の例示には,次のように示さ
れている｡
(1)イ 長方形を組み合わせた図形の面桜の
求め方を,il体物を用いたり,言葉,
敬,式,同を用いたりして考え,説
具体的には,し辛型の血.faを.｢2つの長方形
に分割する考え｣｢補完して長方形にし,補売部
分の長方形の面積をひく考え｣など多面的に考
えて,筋道立てて説明する活軌を重視すること
を示唆している｡
第5学年でのL字型の休機を求める本事例は,
第4号年のし辛型の面積の活用として位殴付く
学習であり,L字型の体槽の場合も同様に考え
て,説明させるのが効果的な方法であると考え
る｡
知識恭盤社会にあって,少なく教えて.たく
さん考えさせる授業が求められている｡この授
業は,L字q･!の面積から体積-と拡張させると
同時に2つの学びを統合することができろ授業
である｡拡張する思考と統合する思考を同時に
達成することができる効果的な授業実践である
と考える｡
3.指導方法の工夫
(1)多面的な思考力を引き出し育てる
変化の激しい時代を生き抜くためには,様々
な課越に柔軟に対応する力が必要であるO-つ
の課題に対 して解決策は一つとは限らないし,
一つの解決策でうまく解決できるとも限らない｡
そこで,一つ0)裸題に対していくつかの解決策
を考えることが電要になる｡多面的に思考する
力を育成するねらいがここにある｡
L字型の立体Lg]形は,直方体を2つ組み合わ
せた図形であ,-I)｡従って,この立体の体榊を求
めるためには,2つのiL'fI方体を合わせた形とみ
たり,大きな直方体から小さな直方体が欠けた
形とみたりするなどの多面的な見方が必要とな
るOなぜなら,し辛確の図形のままでは既習の
求瑚公式を活用して東棟することができず.既
習の直方体に帰着 して考えざるを得ないかしで
あるOまた,その図形の見方は,意Ltl伯勺に多様
に考えられる形を取り込むことができるからで
ある｡
(2)説明する活動の工夫
社会の高度化,情報化等が進展 し,言語情報
の丑的拡大と質的変化が進み,言語力の育成は
喫緊の課題といえる｡芽数科において言語力を
育成するには,言薬や数,式,図,秦,グラフ
などに表すだけでなく,それを用いて筋道立て
て説明したり論理的に考えたりして,自ら納得
したり他者を説得 したりする精妙が重要である｡
説得力のある説明にするためには,黒崎の示
唆する ｢根拠｣｢論理｣｢可視化｣の3つの要素が
重要である.子ども同士が友達の考えに ｢なる
ほど｣と共感を生成させる説得力のある説明に
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する必要がある｡ここでいう根拠は,既習の直
方体の体積の求横公式であり,可視化は直方体
の模型である｡そして,論理は,｢まず｣｢次に｣
｢最後に｣と説明する組み立てを意味する｡
図 1 説得力のある説明
4.授業実践の展開
(1)本時の目標
し辛型の立体図形を2つの直方体を合わせた
形とみたり,大きな直方体から小さな直方体が
欠けた形とみたりするなどし,既習の直方体o)
求職公式を活用 して体積の求め方を多面的に考
え,東棟の仕方を筋道立てて説明することがで
きる｡
(2)子ども自らが多面的に思考し,説明する
ストラテジーの工夫
①立体図形模型をツールにした求積
既習の直方体の乗積公式が活用できるように,
し辛型の立体図形を分割したり,小さい直方体
を付けたして大きな直方体にしたりするなど,
一人一人が多面的な凶形の見方ができるように.
立体図形の模型を持たせて考えさせるようにす
る｡
立体模型を分解･移動させて既習の立体図形に
変換する作業的 ･体験的な学習活動は,子ども
も大好きなので,意欲的に多様な考えを追究す
ることが期待できる｡
②自分の考えを言語化,記号化して
メモさせる活動
友達に分かりやすい説明をするために,①既
習のどんな図形にして考えたか ②図形のどの
辺の長さを測ったか ③どんな公式を使って体
積を求めたかの順序でノー トにメモさせるよう
にする｡
③立体図形の模型を使って行動的に説明する活動
にする
自分の考えを渉いたメモを読んだだけでは,
考えを伝えたとは言えない｡図形を操作しなが
ら,まず,どこを切り取ったりどこを付けたし
たりして既習のどんな図形にしたのか｡次に,
その図形のどの辺の長さを測ったのか｡最後に.
その長さをどんな求積公式にあてはめて考えた
のか｡といったことを,可視化 して具体物と対
応させながら筋道立てて説明させるようにする
串が大切である｡
④考えのよさを実感的に捉えさせ,共有させる
学習感想の場の設定
多様な考えは,それぞれの考えのよさを実感
できてこそ価値がある｡そのためには,説明し
たことがきちんと伝わり,そのよさを共有でき
る場を設定することが大切である】不十分な説
明には質問を出し合い,よい考えにはよさの根
拠を明確にして,よさの共有を図るようにする∩
そのために,多様な考えを見比べて学習感想を
述べる場を設定する｡
(3)本時の展開の具体的な実際
①本時のめあてをつかむ
右に示す図①のようなし辛型
の立体図形の模型を提示し,
rどのような図形にみえるかb｣
を問いかけ,まず-人一人に
図形を概観させた｡
図任)
｢2つの直方体を合わせた形｣とみたり.｢大
きな直方体から小さな直方体が欠けた形｣とみ
たりすることができることに 一人一人の子ども
が気付いてきた｡
この場を捉えて,｢この立体の体積が求められ
るか｡｣と問いかけた｡｢既習の直方体の求積公
式を使うと体積が求められそうだ｡｣と見通しが
もてたところで,本時のめあて.
｢L,字形の立体の体積の求め方をいろいろ考え
て説明しよう｡｣
をつかませるようにした｡
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②し辛型の立体図形の求積の仕方を考える
一人一人の多面的な考えを保障するために
体積の求め方を多面的に考え.体積を求める
ために必要な辺の長さを自分で測って体横を求
めることができるように,図形には長さを記入
せず,図①のような立体模型を持たせて,自分
の力で考えさせるようにした｡
これにより,子どもは既習の直方体の体積の
公式を活用できる形に変換し始めたC
例えば,図②～図⑤のような考えを見出した｡
2つの直方体を合わせた形とみた考え
大きな直方体から
小さな直方体が欠けた形
とみた考え
等積変形して1つ
の直方体とみた考え
上記のような自分の考えをもつ場所では,考
えを鋭明するために次のような観点とその順序
を示し.それをもとにしてノー トにメモさせる
ようにした｡
①既習のどんなra:)形にして考えたか
②図形のどの辺の長さを測つたか
A児のノー ト
抑 汁液t細 柑 紬 帆
9電
t.蜘 中日
QLrJ鵬 l即 .
3…芯 '･.'S.:･.!:-
p.,:蒜霊 昔
か･Ed･il･ilki
③求積の仕方を説明し,話し合う
立体模型を実際に操作しながら,
匡至コ どこを切り取ったりどこを付けたしたり
して.既習のどんな図形にしたのか｡
区毎二]その図形のどの辺の長さを測ったのか｡
振後に,｣その長さをどんな求積公式にあてはめ
て考えたのか｡
といったことを,青紫や式と具体物とを対応さ
せながら筋道立てて説明させるようにした｡
C③ このままでは直方体の体積の公式が使えな
いので,
まず,立体をたてに切って,2つの直方体
に分けましたp
二
Cel次に,右の直方体の辺の長さ
測ると,
たて 10cm,横 4cm,高さ 5cm
で,
一4-
C②左の直方体の辺の長さを測ると
たて 10cm,横 4cm,-砧さ15cm
です｡
C12:最後に,右の直方体の体掛 ま,
たて×横×高さで
】oX 4×5- 200(cmり
C②左の直方体の体積は,
たて×横×高さで
10×4× 15- 600(cm3)
??
? ? ? ? ?
? ?
?
?
?
?? ? ?
?
ceだから,この立体の体棚は,
右の直方体の体積と左の直方体の休村を
たして,
200+600- 800(cmり です｡
(中略)
C3:このままでは直方体の体積の公式が使えな
いので,
まず,ないところに小さい直方体を付けた
して大きい直方体を作りました｡
C◎ 次に,大きい直方体の辺の
尭さを測ると,
たて 10cm,横 8cm,高さ15cm
で,
C◎ 小さい直方体の辺の長さを
測ると.
たて 10cm,横 4cm,高さ 10cm
です｡
cF! 最後に,大きい直方体の体積は,
たて×横×高さで
10×8× 15- 1200(cmり
cti: 小さい直方体の体棚は,
たて×横×高さで
10×4×10-400(cm3)
cLiだから,この立体の体積は,
大きい直方体の体積から
小さい直方体の体積をひいて,
1200-400- 800(cmj) ですt▲
このままでは直方体の体積の公式が使えな
いので,
まず直方休をたてに切って,小さい方の直
方体を大きい方の直方体の上に重ねて,-
C三次に,できた直方体の辺の長さ
を測ると,
たて 10cm,横 4cm, 高さ20cm
です｡
最後に,直方体の体横は,
たて×横×高さで
10×4×20- 800(cm')ですD
どの考えについても同様に,立体模型を実際
に操作し,言葉や式と具体物とを対応させなが
ら,全員が分かるまで話し合ったU
それぞれの考えのよさを,各自の学習感想を
水村できたらそれで終わりではなく.一つ一
つの考えのよさを児童の言葉で語らせ,共有で
きるようにした｡
- 5 -
T Bさん (C(a)の考え!1どんな･考えと.riえ
･.'､['よいでしょう｡
C 2つの直ノj体に分り こ体積を求める･考えで
す｡
T この考えのよさは何でしょう｡
C 潜った折方体の形に直 して考えているとこ
ろがよいです｡私の考えと同じなのでうれ
しかっ,･しですo
C 習った直方体の公式を使えるようにしてい
るのが索PJ-lpらしいと思いましたo
T Eさん (C(,5))の考え.'1どんな考えとiえ
ばよいでしょう｡
C 一つの直方体にする考えです｡
T この考えのよさは何でしょうo
C これも,習った直方体の公式を使えるよう
に,分けて移動させるアイデアが･.lJ:･晴らし
いです｡私には思い付かない考/(で感･ErJ)し
ました｡
C 公式を1回使 うだけで体棚が求められて簡
単で,速い考えです｡
C Eさんの考えが一番良いやり方です｡
C でも,この場合だとできたけど長さが変わ
ったらEさんのやり方は使えません｡
C どういうことですか?
C 例えば,2つの直方体に分けたときのたて
の長さの 10cmや横の長さ 4cm が違うと,
電ねても,はみ出してしまうからです｡
C よく分かりましたp
4年生の時に習ったし辛型の図形の血柿と
T 4年生の峠に習ったL字型の図形o)面織の
求め方とこの L字形の休機の求め方とtt;･過
しているところがあります｡それは何でし
ょう ｡
C 4年生の時に習ったL亨型の凶形の面積の
ときと同じだと強く思いよした｡習った公
式を使えるようにすればよいことがl旨=二で
す｡
C つけたします｡し辛型の図形の面和は,堤
方形の公式が使えるようにしましたが,今
日は直方体の体積の公式が使Iそるようにし
ました｡
c Eさんの考えのよ -)に,切って移動させて
新しい直方体をつくる考えは,4年の し辛
型の図形の而棚の時は気付きませんでした_
E さんのアイデアは素晴らしいと思いまし
たo
T 4年生の L字型の図形の面積より,一段と
君たちが成長 しているということかな｡
以上のように,どの考えも既鞘の体相の求積
公式を活用 して求めることができる分かりやす
い考えであることから,体積の求め方を多面的
に考えるよさを共有することができて授業を終
えた｡
5.おわりに
直方体や立方体の体積の公式を学習 した後で
L字型の立体図形の体積の学習をするのは,申
なる練習問題ではない｡ここでは,末習の立体
図形の体積でも,既習の立体図形に変えること
で既習の体槽の求拍公式を活用 して求概できる
ことを実感させるllで,多面的に思考し,筋道
立てて説明する力を育てていくことが塵要であ
ると考える1このような指導を単発的に行 うの
ではなく,第4学年において,し辛nJ.の図形の
面相の水槽を指導する際から本時を見通した授
業デザインを構想 し,授業を展開しておくこと
を心がけておく必要があることを強く感 じてい
るU
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